
DP1：研究分野における高度な専門性 DP2：調査分析能力、研究遂行能力、探究力 DP3：主体性、実行力 DP4：協調性、柔軟性

グローバル時代のアジアに視座を置いたビジ
ネス、経済、地域文化、スポーツ、日本語教
育、文化遺産学の各研究分野の学問的業績を
継承している。

学会などで成果を公表して、グローバルに評
価されうる学術的業績を重ね、精力的に研究
を実施する。

専門分野の研究を社会に還元する努力を惜し
まず、信念と責任感を持って、自立した成果
を得る能力を有している。

他者の意見や成果を尊重し、協調して研究の
進展に寄与できる力を有している。
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グローバルアジア研究科グローバルアジア研究専攻：博士課程 履修系統図

特別演習科目
グローバルアジア特別
演習
（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・
Ⅴ・Ⅵ）

博士論文

ビジネス研究・地
域研究
ビジネス研究
歴史研究
地域研究
文化研究
日本語教育研究

研究演習科目
各専修科目の演習
（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・
Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ）

文化遺産学研究
分野
メソポタミア考古
学研究

研究演習科目
各専修科目の演習
（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・
Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ）

特講科目
グローバルアジア
研究特講
グローバルコミュ
ニケーション研究
特講
グローバルビジネ
ス特講
グローバリゼー
ション特講
グローバリゼー
ション史特講



DP1：研究分野における高度な専門性 DP2：調査分析能力、研究遂行能力、探究力 DP3：主体性、実行力 DP4：協調性、柔軟性

ビジネス、政治・経済、地域文化、スポーツ、
日本語教育、文化遺産学のそれぞれの分野に
おいて、活用しうる知識を修得し社会におい
て活用する意欲を持っている。

グローバル時代のアジアを中心に修得した知
識を活用し、誠実に地域に貢献するために学
び続ける意欲を持っている。

専門分野の研究を社会に還元する努力を惜し
まず、信念と責任感を持って、自立した成果
を得ようと努める姿勢を持っている。

他者の意見や成果を理解し、向上心を持って
研究ができる力を有している。
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グローバルアジア研究科 グローバルアジア専攻：修士課程 履修系統図

基盤科目
グローバルアジア論
アジア関係論A・B
異文化コミュニケーション
文化政策
グローバルコミュニケーショ
ン論
グローバル化と社会
文化遺産と地域
リサーチデザイン

ビジネスコミュニケーション分野
実習科目
ビジネスコミュニケーション実習
A・B・C・D
フィールド実習A・B

ビジネスコミュニケーション分野
専門講義科目
グローバルビジネス研究
グローバル経済研究
ビジネスコミュニケーション研究
アカウンティング研究
ファイナンス研究
アジア地域経済研究A・B・C
マーケティング研究
ビジネスマネジメント研究
グローバル経営史研究
グローバル経済史研究
地域文化研究A・B・C・D
消費文化研究
ビジネス情報研究

国際日本語教育分野
専門講義科目
日本語教育学研究Ⅰ･Ⅱ
日本語教育教授法研究Ⅰ･Ⅱ
対照言語研究

国際日本語教育分野
実習科目
日本語教育実習１･２

国際日本語教育分野
特論科目
日本語教育特論

演習科目
各専修科目の演習
グローバルアジア演習
（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）

修士論文

ビジネスコミュニケーション分野
特論科目
アジア地域・ビジネス特論A・B・C
アジアビジネス法特論
アジア税務・会計制度特論
地域文化研究特論A・B

文化遺産学分野
実習科目
文化遺産フィールド実習Ⅰ･Ⅱ

文化遺産学分野
特論科目
文化遺産特論A･B
西アジア史特論
メソポタミア史特論A・B

文化遺産学分野
専門講義科目
文化遺産研究A･B・C・D
西アジア考古学研究
メソポタミア考古学研究A･B・C
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